










要約:若年発症顎関節症の頻度、生育歴、習癖、咬合との関連を調べるため、中・高校生に

対するアンケート調査、および女子患者の咬合模型と頭部 X線規格写真分析を行った。中・

高校生で顎関節雑音を訴えた者は 12.1%で、人工乳哺育者や、歯ぎしり、偏咀嚼をする者

が多かった。またⅡ級の不正咬合が多く、顎骨は小さく、上顎第 2大臼歯は遠心傾斜して

いた。これらのことから、本症には顎発育不全と咀嚼習癖が関わっており、原因は哺乳形

式にまでさかのぼることが示唆された。 


